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　今年度より推理論の研究に入った。材料になる文献
は，ヘーゲルの大論理学中における概念論の主観性の
項および諸種の形式論理学の教科書，さらに，近藤・
好並共著『論理学概論』等である。
　考察のまず第一点は，推理においては，目的意識が
働くかどうかである。私の結論としては，推理は，目
的意識なしにはおこりえない思考活動であるというこ
とである。
　次に，推理における目的意識は，実践上の目的意識
と同じものかどうかという点が問題となるはずであ
る。この点については，私は，まだ十分叙述を行って
いない。しかし，推理における目的意識は，とりもな
おさず理論における目的意識であって，この目的意識
は，実践上の目的意識から影響なしには生れて来よう
はずがないから，この点を追求することによって，唱理
論と実践との統一の理論に寄与することが出来ると，
私は考えている。
　考察の第二は，演繹推理，すなわち，三段論法とい
われる推理である。この三段論法において問題となる
のは，次の二点である。
　一つは，全称判断は，果して可能かという点である。
　その次は，全称判断によって言表される大前提は，
結論である単称判断を待って，はじめて証明さるべき
はずであるという点である。
　以上によって，演繹推理の自家撞着を明らかにす
る。
　次に，この演繹推理の自家撞着が帰納推理によって
は救いうるかどうか，あるいは，帰納推理は，演繹推
理を補完する能力をもつかどうかということが問題に
なる。
　こうして，帰納推理の分析に入る。
　ところが，帰納推理においても，探求さるべきも
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の．いや結果として抽出さるべきものが．推理の前提
になっているという点が明らかとなる。
　演繹推理においても，帰納推理においても，一見自
家撞着とみえる循環論理をまぬがれえないのは何故
か。
　それは，一つには，推理には目的意識がすでに含ま
れているということに，あるといえる。
　私は，この点の追求に入るまえに，また，一つ前提
作業になると思えるものとして，形式論理学における
周延という手法を検討してみることにする。これは，
いわゆる概念の量化の手法である。要するに，概念の
量的要素にもとつぎ，概念の関係を周延と不周延，ま
た，包摂と非包摂によってとらえる手法は，概念をど
れほど深くとらえうるか，その程度を明らかにするこ
とが必要である。この手法は，形式論理学の形式性と
かかわるものである。
　いまのところ，私の考察は，この辺まで進んでい
る。
一48一
